
長坂ふれあいのまちづくり協議会と神戸学院大学生が、「もっと防災を身近

に！」との思いを共有して作成しました。私たちのことをよく知ってもらい、ともに

作っていきたいという願いから、今号は「準備号」としました。

情報発信にはSNS活用も検討していきます。皆様のご意見をお寄せいただき、

幅広い世代の方々に、地域に寄り添った情報をお届けできたらと願っています。

高齢の方にSNSを使っていただき、世代間の防災交流を！！！

ぜひ、読者アンケートにご協力ください

アンケートのお願い
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協議会では、長坂地域

福祉センターを拠点に、

防災訓練や広報誌を通じ

て防災啓発に力を入れて

います。この度、神戸学

院大学の学生さんと共に

新たな防災情報紙を発行

することになりました。

深刻な自然災害が世界中で発生しています。

いつ自身にも災害が降りかかってくるか、大

勢の方が不安に感じておられます。災害時に

は、「まず命を守る」心構えで普段から備え

てください。そのために本誌の情報が皆様の

お役に立てることを切に願っています。

防災に興味はあるけど

何から始めたらよいのか

わからない、実際に災害

が起きたときのことを考

えると不安だという方は

多いと思います。そんな

不安の種を一つでも解消

できたらと願っておりま

す。

今回、手に取って読んでくださった方が、

次を楽しみにしていただける情報誌にしたい

です。ぜひ、第１号、第２号と手に取って、

学生と地域をつなぐ活動へのご協力をお願い

いたします！

「まず命を守る」心構えで地域 次が楽しみになる情報誌に！大学
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住民同士が助け合うこと、学生にできること専門家

長坂のように高齢者が多い地域では、防災やさまざまな

地域問題の解決に学生や大学との協力が有効です。地域に

寄り添った防災情報の配信が成功することを応援したい。

地域の立地条件は様々であり、場所が違えば防災も変

わってくる。例えば豪雨水害では、高台にある住居にお住

まいの住人は、ハザードマップを見て避難所に行くのでは

なく、「自宅避難」の準備をしておくことが大切です。そ

の場合、水や食料のストックがポイントとなるでしょう。

また、低地にお住まいの方の「支援者」として何ができ

るのかを事前に検討しておくことも大切です。すでに行政

や専門機関の防災情報がたくさんある中で、いかに「地域

に寄り添った情報」を配信できるか。他人事ではなく、「自分事」として住民の皆さんが取

り組めるか。学生が自発的に地域に参画することで、それらを実現できるきっかけになって

ほしいと願います。 （2021年8月31日長坂・大学連携防災学習会の講義から）
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さまざまな防災情報サイト

内閣府防災情報のページ

神戸市くらしの防災ガイド

首相官邸 避難はいつどこ

Googleなどで検索もOK！
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